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後期開講時期２単位　講義単 位 数
授業形態

子どもと家庭の福祉を学ぶ
（ななみ書房）テキスト

講義概要
■到達目標■
　以下の点を学びながら、前期「社会福祉」の授業と合わせ、自分自身が福祉現場（保育も含め）
の中でどう生き、働くかを考え、自分なりに表明できることが最終的な目標です。
・現代社会における児童家庭福祉の理念と意義
・児童家庭福祉の現代的背景
・児童家庭福祉の法制度および子育て支援施策
・児童家庭福祉と保育の関連性や子どもの人権の視点
・児童に対する相談援助活動
・児童福祉現場を担う専門職とその連携の在り方
・児童福祉の動向と展望についてなど

■授業のテーマ及び概要■
　前期「社会福祉」の授業を踏まえながら、子どもの「福祉」に焦点を当てて展開をします。
　「無縁社会」の中で家庭もまた「無縁家庭」となる傾向を強めています。そうした意味で、この授
業では児童家庭福祉の基礎的な制度、理念、現状を学ぶと同時に、「無縁家庭」がもたらす育児不安、
児童虐待などの子育てにおける課題についても理解を深めていきます。

■授業計画■
第１回　現代社会と児童家庭福祉①　児童家庭福祉の歴史的変遷
第２回　現代社会と児童家庭福祉②　児童福祉および関連法制度
第３回　少子化社会と児童家庭福祉需要①
第４回　少子化社会と児童家庭福祉需要②
第５回　児童虐待について①
第６回　児童虐待について②
第７回　非行
第８回　障がい
第９回　子育て支援サービスおよび児童福祉の現場を担う専門職の制度①
第１０回　子育て支援サービスおよび児童福祉の現場を担う専門職の制度②
第１１回　児童に対する権利保障および相談援助
第１２回　子どもたちにとっての生と死
第１３回　まとめ①　テスト
第１４回　世界の児童をめぐる動向
第１５回　まとめ②

■準備学習■
　前回授業で与えられた資料及び教科書の関連ページを復習し、授業内容の理解を深めた上で、次
回の授業に出席すること。

■評価方法■
・テスト ― 　７０％
・レポート ― ２０％
・授業への参加状況（討議への積極的な取り組み、発言内容）― １０％
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